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この公式さえ知っておけば、だいたいの球の体積を求める問題は解けると思うよ。 

さっそくチャレンジしてみよう。 
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球の体積を求める問題 
 

次の球の体積を求めなさい。 

 

 
 

球の体積を求める公式は
୰ଷ

ଷ
だったよね。今回の問題では、半径ｒ＝３なので、次のようになる

よ。 

 
r3

3
 

 

＝
ଷ

×ｒ３   ←ｒ＝３を代入 

 

＝
ଷ

×３３   ←３３を計算する 

 

＝
ଷ

×２７ 

 

＝３６π 

 

球の体積は３６π (cm3)と求めることができたね。 
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球の体積はなぜ３分の４なの？ 
 

球の体積の公式の「３分の４」という数字について、次のようにも説明することができるんだ。 

ただ、かなり複雑で、教科書でいうと「発展」のところに載っているレベルなので、「こんな考

え方もあるんだな」という感じで読んでみてね。 

 

たとえば、球の表面を細かい三角形に分けたとしてみよう。 

そうすると、その三角形ひとつひとつは、「底面が三角形で高さｒcm（球の半径）」の「三角

錐」が集まって球ができあがることがわかるかな？ 

 

 
 

ここで、１つの三角錐の底面積をS1、高さをｒとすると、１つの三角錐の体積は 

 

（底面積）×（高さ）×
１

ଷ
  ←三角錐の体積の公式 

 

＝S1×ｒ×
１

ଷ
  

 

＝
１

ଷ
S1ｒ 

 

三角錐がいくつも集まって球が出来上がっているから、球の体積「V」は、これら全部の三角錐の

体積が合わさったものと同じだよね。 

それは、こんな感じで表すことができるよ。 
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V＝
１

ଷ
S1ｒ＋

１

ଷ
S2ｒ＋

１

ଷ
S3ｒ＋・・・ 

 

 

たとえば、球の表面を１００個の三角形に分けたとしたら、「ｓ１」から「ｓ１００」までの三角錐

の体積をたしたものと同じになるということだね。 

 

表面全部の三角錐の底面を合計したものって、実は「球の表面積」と同じだよね。だって、三角

錐の底面はもともと「球の表面を三角形に分けた」んだから。 

 

ということは、上の式はつぎのように言い換えることができるね。 

 

＝
１

ଷ
Sｒ    ←「S」は球の表面積 

 

球の表面積は次の単元で学習するんだけれど、「S＝４πｒ２」で求めることができるんだ。 

なので、 

 

V＝
１

ଷ
Sｒ 

 

＝
１

ଷ
×４πｒ２×ｒ 

 

＝
୰ଷ

ଷ
 

これで、球の体積が
୰ଷ

ଷ
と表されることが確認できたね。 

三角錐の体積の１/3と球の表面積の「４」πｒ２が合体して、３分の４になっているということが

わかったかな。 
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球の体積の覚え方（語呂合わせ） 
 

球の体積の公式「
４π୰ଷ

ଷ
」だけれど、少しややこしいよね。 

実は語呂合わせで覚えることができるので、紹介するよ。 

 

 

球の体積の公式の語呂合わせ 

 

みのうえに しんぱい あーるさんじょう 

 （３）   （４π）   （ｒ３） 

みのうえに しんぱい あーるさ 

 （３）   （４π）  （ｒ３） 

 

 

 
 

「急な退席をする同級生の身の上を心配する」というイメージなんかどうかな？ 
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